
令和3年度 市民意識調査(概要版)

調査期間：令和3年7月30日～8月23日
対象人数：市内在住18歳以上8000人
回収率：44.4％（約3530人）
回答方法：WEB（22.8％）　郵送（77.2％）　　※今回調査からWEBも併用
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19．ＳＤＧｓ認知度（今回の調査から新たに追加） ― ― 65.0

18．ボランティア活動や市民活動、地域の活動に取り組んだ

12．住環境が魅力的なまち

13．地域産業が活性化しているまち

14．人権が尊重されている

15．文化的なまち

16．生きがいをもって心豊かに暮らせる

17．景観や風景・まちなみなどに愛着や誇りを感じる

R3 傾向

※1～16については「思う、どちらかといえば思う」、17は「感じる、どちらかと言えば感じる」、18は「ひんぱんに取り組んでいる、ときどき取り組んでいる」、19は「聞いたことがあるが、内容はよく知らない」「いつくかの目
標を知っており、内容もある程度知っている」「17の目標すべてを知っており、内容を人に説明できる」と回答した割合の合計

H29年 R1

11．道路・上下水道などが充実している

1．豊中市に住み続けたい

2．子育てがしやすい

3．教育・保育環境が充実している

4．子どもや若者が地域の中で、いきいきと活動できている

5．誰もが安全に安心して暮らせる環境が整っている

6．保健・医療体制が充実している

7．消防・救急救命体制が充実している

8．防犯や防災、交通安全への対策が充実している

9．良好な環境が保全され、快適な都市環境づくりが進んでいる

10．環境にやさしいまち


